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研究要旨 
防災対策は、専門分野の枠をこえて、理工系だけでなく社会経済や医療も含めて総合的かつ持続的に取り組

む必要がある。これらの研究は専門分野ごとに深めるだけでなく、異なる分野との情報共有や平常時の交流

を活発化させる必要がある。 
本研究の目的は、浸水災害に対する病院の備えを強化するために、医学分野以外の領域、例えば気象学、土
木学、建築学などの最新の知見や専門家の意見を加味し、浸水被害を想定した病院BCPを策定することであ
る。令和5年3月10日に盛岡で開催された第28回日本災害医学会総会。学術集会にあわせて災害学術連携体特
別セッションを実施した。 
平時から防災学術連携体との連携を強化することは、わが国の防災力を高めることにつながり、さらに大

災害時の人的被害を減少させることが出来るであろう。今後は、本研究の成果を、防災学術連携体に向け

て発信していきたい。 
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A. 研究目的 
防災対策は、専門分野の枠をこえて、理工系だけでな
く社会経済や医療も含めて総合的かつ持続的に取り
組む必要がある。これらの研究は専門分野ごとに深め
るだけでなく、異なる分野との情報共有や平常時の交
流を活発化させる必要がある。 
本研究の目的は、浸水災害に対する病院の備えを強化

するために、医学分野以外の領域、例えば気象学、土

木学、建築学などの最新の知見や専門家の意見を加味

し、浸水被害を想定した病院BCPを策定することであ
る。 
B. 研究方法 
令和 5年 3月 10 日に盛岡で開催された第 28 回日

本災害医学会総会。学術集会にあわせて災害学術

連携体特別セッションを企画した。災害時の学術

連携のあり方について提言を行う。 

C. 研究成果 
防災学術連携体に参画する学協会のうち、日本地

震学会、地域安全学会、日本火山学会、日本原子

力学会を選び、「災害から国土と命を守る専門家

をどう育てるか」をテーマにシンポジウムを開催

した。学会・学術集会・研究班会議を通じて、最

新の研究知見を収集した。特に各学会から提供さ

れた人材育成についての情報は、医療機関の浸水

災害に対する BCP 策定に有益であると考えられ

た。 

日本地震学会「大地震から我が身と社会を守るため

の人材育成」（別添資料 1） 

吾妻崇（国立研究開発法人産業技術総合研究所 活

断層・火山研究部門） 

日本列島は自然災害の頻度が高いと言われている。

その中でも大地震は被害の規模と被害が発生する

範囲が広く、昔から人々に恐れられていた自然災

害である。また、地震は揺れによる被害だけではな

く、地すべりなどの斜面災害や津波といった二次

的な自然災害を誘発する可能性を含んでいる。こ

のような大地震による被害を少しでも減らすため

に、地震がいつ・どこで・どの程度の大きさで発生

したのかを調査・観測・記録し、地震が発生するメ

カニズムの科学的な解明に取り組む学問分野が地

震学である。日本地震学会は、地震に関する学術の

振興と社会への貢献を一層推進するため、研究発

表会・シンポジウム等や一般公開セミナー，各種講

演会・講習会・サマースクール等を開催して地震学

の進歩と普及に努めている。また、地震学を志す若

手研究者を育成することを目的として、学生・院生

による研究発表を奨励し、優秀な研究業績を表彰

する活動を行なっている。 
 
日本火山学会「次世代火山研究・人材育成総合プロ
ジェクト」（別添資料2） 
火山研究人材育成コンソーシアム事業の概要 
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西村太志（東北大学大学院理学研究科地球物理学
専攻） 
文部科学省委託事業）の一環として、平成28年（2
016年）から10年間の計画で、火山人材育成コンソ
ーシアム構築事業が始まった。最先端の火山研究
を実施する大学や研究機関、火山防災を担当する
国の機関や地方自治体、学協会や民間企業からな
るコンソーシアムを構築し、多様で複雑な火山現
象の理解をもとに、高度社会の火山災害軽減を図
る災害科学の一部を担うことのできる、次世代の
火山研究者を育成することを目的としている。火
山学セミナーや国内活火山でのフィールド実習、
地方自治体の職員らとの火山防災セミナー、海外
研修などの魅力ある授業を、全国18大学から参加
する受講生に提供している。基礎・応用コースおよ
び発展コースに1学年あたり、それぞれ20名、5名
ほどの受講生が参加し、そのうち6割は火山研究や
防災に関係する職業に就職している。 
 
日本原子力学会「原子力災害対応に係わる人材育成」
（別添資料3） 
宗像雅広 （日本原子力研究開発安全研究・防災支

援部門原子力緊急時支援・研修センター） 

 
原子力災害に関連する専門人材の育成は、他の自

然災害に対応する人材育成とは若干異なる点があ

る。なぜなら、原子力災害は非常に稀な災害である

ため、その専門知識と経験が重要な意味を持つた

めである。それ故、実際の原子力災害に対処した経

験を持つ人々が得た技術や教訓を継承し、将来の

世代に受け継いでいく人材育成が必要となる。ま

た、原子力災害に適切に対処するためには、原子力

発電所などでの事故対応に関する知識、適切な防

護措置に関する技術、放射線の影響による住民の

避難行動に関する判断能力等が必要となる。すな

わち、事故発生直後から中長期にわたる様々な状

況において適切に対応できる人材を育成していか

ねばならない。よって、原子力災害に対応する人材

育成においては、広範な知識と視野を身に付け、緊

急時に適切な判断能力と行動能力を備えた人材を

継続的に育成していく必要がある。 
D. 考察 
近年、世界中が様々な災害に見舞われている。地震

や津波、火山噴火をはじめとした自然災害に加え、

感染症や原子力などCBRNE災害も増加し、毎年世

界で約1億6千万人が被災、約10万人の命が奪われ

ている。そため多分野の学会が英知を集結し、連携

することで災害に対する脆弱性を減らし、災害に

よる健康被害を軽減していくことは国際社会の最

重要課題の一つである。本邦では高まる災害外力

から国土と生命を護るために、学会をこえて議論

し、学会間の連携を深め、防災減災・災害復興に関

わる諸課題に取り組むために「防災学術連携体」が

活動している。世界に類をみない災害大国、日本。

一度災害が起きれば、様々な人材が要される一方

で、災害は希少現象であり平時からの専門家の育

成は非常に難しい。本セッションでは、防災学術連

携体と共同し、各分野で日本を牽引される専門家

から、それぞれの分野における人材育成の課題や

取り組みを共有し、これからの人材育成のあり方

についてディスカッションが行われた。 
平時から防災学術連携体との連携を強化すること

は、わが国の防災力を高めることにつながり、さら

に大災害時の人的被害を減少させることが出来る

であろう。今後は、本研究の成果を、防災学術連携

体に向けて発信していきたい。 
E. 結論 
防災対策は、専門分野の枠をこえて、理工系だけで

なく社会経済や医療も含めて総合的かつ持続的に

取り組む必要がある。これらの研究は専門分野ごと

に深めるだけでなく、異なる分野との情報共有や平

常時の交流を活発化させる必要がある。 
本研究の目的は、浸水災害に対する病院の備えを強
化するために、医学分野以外の領域、例えば気象学、
土木学、建築学などの最新の知見や専門家の意見を
加味し、浸水被害を想定した病院BCPを策定するこ
とである。令和5年3月10日に盛岡で開催された第2
8回日本災害医学会総会。学術集会にあわせて災害
学術連携体特別セッションを実施した。 
平時から防災学術連携体との連携を強化すること

は、わが国の防災力を高めることにつながり、さら

に大災害時の人的被害を減少させることが出来る

であろう。今後は、本研究の成果を、防災学術連携

体に向けて発信していきたい。 
Ｆ．健康危険情報 
特になし 
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学会発表 

 ・第 49 回日本救急医学会総会・学術集会；

防災学術連携体連携企画「水害を含む国土強靱

化に関して」（2021 年 11 月 23 日） 

・第 27 回日本災害医学会学術集会・総会；防

災学術連携体特別セッション 「浸水被害、土

砂災害に対する病院の備え」（2022 年 3 月 4

日） 

・第 28 回日本災害医学会学術集会・総会；防

災学術連携体特別セッション 「災害から国土

と命を守る専門家をどう育てるか 」（2023 年 3

月 10 日） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
特になし 
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日本地震学会 吾妻 崇 
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（別添資料1）



 
日本火山学会 西村太志 
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（別添資料2）



日本原子力学会 宗像 雅広 

29

（別添資料3） 



1984年日本医⛉大学医学㒊 卒業, 日本医⛉大学救急医学教室入局
1994年日本医⛉大学付属千ⴥ北⥲㝔 救命救急㒊医局㛗
1995年国❧㝔東京災害医⒪䝉䞁䝍䞊 ➨2外⛉医㛗 2002年同 救命救急䝉䞁䝍䞊㛗
2006年東京医⛉歯⛉大学大学㝔 医歯学⥲合◊✲⛉ 救急災害医学教授
2015年日本救急医学会理事
2016年日本Acute Care Surgery学会 理事㛗

厚生労働┬日本DMAT検ウ委員会 委員㛗
2019年日本災害医学会 代⾲理事

㜵災学⾡㐃携体
Japan Academic Network for Disaster Reduction

特別企⏬

䛄災害䛛䜙国土䛸命䜢守䜛専㛛家䜢䛹䛖⫱䛶䜛䛛䛅

日時䠖3月10日(㔠) 14䠖10䡚16䠖10
会場䠖第1会場䠄盛岡市民文化䝩䞊䝹 大䝩䞊䝹)

座㛗䛾䛤紹介

東京工業大学 環境・社会理工学院 特任教授、防災学術連携体代表幹事

日本学術会議会員、防災減災学術連携委員会委員長 米田㞞子先生

地域建タ業䚸㎰林業䚸㜵災減災䚸地方公共政⟇䛺䛹幅広䛔分㔝䛷䚸䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽䜢㔜ど䛧䚸分
㔝横断ⓗ䛺◊✲䛻取䜚⤌䜐䚹2002年䛻䛂建タ帰㎰䛃䚸2003年䛻䛂林建協働䛃䜢提唱䚹2007年䛛䜙つ制
改㠉会㆟委員䛸䛧䛶⿵助㔠㐺化法䛾弾力㐠⏝䚸㓇⛯法䞉森林法䛾改正䛻寄与䚹2008年䛻䛂」業䛻
䜘䜛地方⏘業創出䛃䛂森林施業䛾基幹作業㐨䛃提案䚸2010年䛻䛂次世代林業䝅䝇䝔䝮䛃䡞平成検地䡟䚸
2011年䛛䜙日本学⾡会㆟䛾㜵災㛵㐃30学会㐃携䚸㔩▼市䞉大槌⏫䞉㐲㔝市䛾森林再生䞉復⯆住宅
䛻取⤌䜐䚹2012年䛻䛂䜲䞁䝣䝷䛾⏫医⪅䛃䛂␗✀䛾㐨䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛃䜢提ゝ䚸2013年䛻国⏘材䝬䞊䜽創
タ䚹2016年1月䛻㜵災学⾡㐃携体䠄現61学協会䠅創タ䚸2018年6月䛻代⾲幹事䛻就任䚹2016年3月
䛻䛂森林䞉㎰地䛾有効利⏝䛸⮬然地䛾公有化䛃䜢提ゝ䚹2016年㜿⸽山㡬ほ光復⯆䛻取䜚⤌䜐䚹

プロフィール

山口県生まれ、1978年お茶の水女子大学数学科卒業、1978年新日本製鐵株式会社入社、1995年東京大学建築学専攻
研究生・研究員、1998年 NPO法人建築技術支援協会設立、2006年 東京工業大学特任教授、2006年 建設トップラン
ナー倶楽部設立、2007年 慶應義塾大学特任教授、2007年 建設業の新分野進出支援に関して内閣総理大臣表彰、
2012年東京大学から博士㸦環境㸧取得、2016年日本学術会議会員、2021年東京工業大学特任教授に就任。

略歴

㏆年䚸世界中䛜様䚻䛺災害䛻見舞䜟䜜䛶䛔䜛䚹地㟈䜔津波䚸火山噴火䜢䛿䛨䜑䛸䛧䛯自然災害䛻加䛘䚸感染
症䜔原子力䛺䛹䛾CBRNE災害䜒増加䛧䚸毎年世界䛷約1億6千万人䛜被災䚸約10万人䛾命䛜奪䜟䜜䛶䛔䜛䚹䛭
䛾䛯䜑多分㔝䛾学会䛜英知䜢㞟結䛧䚸㐃携䛩䜛䛣䛸䛷災害䛻対䛩䜛脆弱性䜢減䜙䛧䚸災害䛻䜘䜛健康被害䜢㍍
減䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛿国㝿社会䛾最㔜要課㢟䛾一䛴䛷䛒䜛䚹本㑥䛷䛿㧗䜎䜛災害外力䛛䜙国土䛸生命䜢護䜛䛯䜑䛻䚸
学会䜢䛣䛘䛶議論䛧䚸学会㛫䛾㐃携䜢深䜑䚸㜵災減災䞉災害復興䛻㛵䜟䜛諸課㢟䛻取䜚組䜐䛯䜑䛻䛂㜵災学術
㐃携体䛃䛜活動䛧䛶䛔䜛䚹
世界䛻㢮䜢䜏䛺䛔災害大国䚸日本䚹一度災害䛜㉳䛝䜜䜀䚸様䚻䛺人材䛜要䛥䜜䜛一方䛷䚸災害䛿希少現㇟
䛷䛒䜚平時䛛䜙䛾専㛛家䛾育成䛿㠀常䛻㞴䛧䛔䚹本䝉䝑䝅䝵䞁䛷䛿䚸㜵災学術㐃携体䛸共同䛧䚸各分㔝䛷日本
䜢牽引䛥䜜䜛専㛛家䛛䜙䚸䛭䜜䛮䜜䛾分㔝䛻䛚䛡䜛人材育成䛾課㢟䜔取䜚組䜏䜢共有䛧䚸䛣䜜䛛䜙䛾人材育成
䛾䛒䜚方䜢䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䛩䜛䚹

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 救急災害医学 教授

防災学術連携体幹事 大友康裕先生
略歴
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演者䛾䛤紹介䠄敬称略䠅

㜵災学⾡㐃携体
Japan Academic Network for Disaster Reduction

特別企⏬

䛄災害䛛䜙国土䛸命䜢守䜛専㛛家䜢䛹䛖⫱䛶䜛䛛䛅

䐠地㟈䛾専㛛家 吾妻崇

䐡津波䛾専㛛家 杉安和也

䐢火山䛾専㛛家 西村太志

平成6年東北大学大学院理学研究科地球物理学専攻博士㸦理学㸧、平成24年東北大学大学院理学研
究科教授、平成28年文部科学省「火山研究人材育成コンソーシアム構築事業」実施責任者、令和
元年建議「災害の軽減に貢献する地㟈火山観測研究計画㸦第2次㸧」企画部戦略室長、令和2年日
本火山学会会長

䐟災害医療䛾専㛛家 㧗橋昌

昭和63年新潟大学医学部医学科卒業、平成26年新潟大学大学院医歯学総合研究科特任教授、新
潟医療人育成センター長、平成26年11月新潟大学医学部災害医療教育センター副センター長、文
部科学省課㢟解決型㧗度医療人材㣴成プログラム事業責任者、令和4年北越地域医療人㣴成セン
ター新潟分室室長、文部科学省「ポストコロナ時代の医療人材㣴成拠点事業」㣴成事業プログラ
ムコーディネーター㸦兼任・現職㸧
統括DMAT、DMATインストラクター、JPTEC世話人、MCLS世話人、MCLS-CBRNEインストラクター、

BHELP世話人、CPMSトレーナー、PFA for Childrenトレーナー

日本災害医学会

䐣原子力䛾専㛛家 宗像㞞広

平成元年日本原子力研究所入所、環境安全研究部、平成29年日本原子力研究開発機構、安全研
究・防災支援部門原子力緊急時支援・研修センター緊急時対応研究課長、令和4年日本原子力研究
開発 安全研究・防災支援部門 原子力緊急時支援・研修センター長

新潟大学医学部災害医療教育センター

地域安全学会
岩手┴❧大学⥲合政⟇学㒊

日本火山学会
東北大学大学㝔理学◊✲⛉地球物理学専攻

 

 

日本原子力学会

日本原子力◊✲㛤Ⓨ安全◊✲䞉㜵災支援㒊㛛原子力⥭急時支援䞉◊修䝉䞁䝍䞊

神奈川県出身、平成10年通商産業省工業技術院地質調査所入所、国立研究開発法人産業技術総合
研究所活断層・火山研究部門主任研究員、令和㸰年日本地㟈学会理事、災害調査委員会委員長

日本地㟈医学会

国❧◊✲㛤Ⓨ法人⏘業技⾡⥲合◊✲所 活断層䞉火山◊✲㒊㛛

平成19年 筑波大学 第三学群 社会工学㢮都市計画主専攻 大学 卒業
平成21年 筑波大学 システム情報工学研究科 リスク工学専攻 博士前期課程 修了
平成24年 筑波大学 システム情報工学研究科 リスク工学専攻 博士後期課程 修了
筑波大学 システム情報工学研究科 大学等㠀常勤研究員、東北大学 災害科学国㝿研究所 グローバル安全学トップリーダー
育成プログラム 助教、東北大学 災害科学国㝿研究所 災害科学・安全学国㝿共同大学院プログラム 助教、東北大学 災害
科学国㝿研究所 変動地球共生学卓越大学院プログラム助教
岩手県立大学 総合政策学部 講師㸦現職㸧
岩手県立大学 地域政策研究センター 防災研究部門長㸦現職㸧
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本間正人
本特別セッションは、厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究）事業
「浸水被害も含めた、新たな医療機関の事業継続計画(BCP)策定に資する研究」より補助を受けています。


